
去
る
12
月
20
日（
日
）、広
島
市
の
エ
ー
ル

エ
ー
ル
地
下
広
場（
広
島
駅
地
下
）に
て
、

「
土
木
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
in
広
島 

─
く
ら
し
と
安

全
を
支
え
る
土
木
─
」が
開
催
さ
れ
た
。主
催
は
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
委
員
会
市
民
交
流
研
究
小
委
員
会
、

4
月
に
秋
田
市
で
開
催
し
た
市
民
交
流
会
に
引
き

続
き
、2
度
目
の
開
催
で
あ
る
。

　
今
回
は
、国
交
省
中
国
地
方
整
備
局
、広
島
県
、

広
島
市
の
後
援
と
地
元
の
N
P
O
法
人
州
都
広

島
を
実
現
す
る
会
の
協
力
を
得
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
防
災
W
e
b
コ
ー
ナ
ー
や
パ
ネ
ル
展

示（
土
木
の
紹
介
、山
口
防
府
災
害
報
告
、太
田
川

に
つ
い
て
の
紹
介
、橋
梁
国
際
コ
ン
ペ
作
品
な
ど
）、

体
験
広
場（
液
状
化
装
置
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ

た
液
状
化
実
験
）、図
書
・
ビ
デ
オ
紹
介
コ
ー
ナ
ー

な
ど
の
催
し
を
行
っ
た
。ま
た
、土
木
学
会
中
国
支

部
主
催
の
平
成
21
年
度
表
彰
式（
第
2
回
図
画
コ

ン
ク
ー
ル
、選
奨
土
木
遺
産
認
定
）を
併
せ
て
実
施

し
た
。

　
広
島
駅
の
商
店
街
の

あ
る
地
下
広
場
で
、多

く
の
人
が
行
き
交
う
場

所
で
あ
っ
た
こ
と
と
、ク

リ
ス
マ
ス
前
の
日
曜
日

と
あ
っ
て
、親
子
連
れ
や

お
孫
さ
ん
を
連
れ
た
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ

ち
ゃ
ん
な
ど
大
勢
の

方
々
が
訪
れ
て
く
れ
た
。

前
回
同
様
、液
状
化
現

象
実
験
装
置（
砂
と
水

の
入
っ
た
箱
を
振
動
さ
せ
る
こ
と
で
、液
状
化
現
象

を
視
認
で
き
る
装
置
）は
非
常
に
人
気
が
高
く
、人

が
と
ぎ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。ま
た
、展
示
パ
ネ
ル

の
内
容
を
ク
イ
ズ
に
し
て
三
者
択
一
で
解
答
す
る

形
式
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
は
、小
さ
な
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
り
、ス
タ
ッ

フ
が
展
示
の
内
容
に
関
す
る
質
問
を
受
け
た
り
す

る
光
景
も
見
ら
れ
た
。

　
来
場
者
数
は
2
2
0
名
あ
ま
り
、大
人
向
け
ア

ン
ケ
ー
ト
回
収
数
1
5
5
通
、子
ど
も
中
心
の
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
解
答
用
紙
1
7
2
枚
に
も
、多
く
の
意

見
・
感
想
が
記
述
さ
れ
て
い
た
の
が
大
き
な
特
徴

で
あ
る
。な
か
に
は「
ト
ン
ネ
ル
と
橋
が
で
き
、実
家

に
簡
単
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。今
日
も
自
転
車

で
来
た
」と
い
う
83
歳
の
女
性
の
記
述
も
あ
っ
た
。

　
新
聞
社
や
地
元
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
取
材
も

あ
り
、2
回
目
の
市
民
交
流
会
も
大
成
功
と
い
え

よ
う
。学
会
活
動
に
お
け
る
市
民
交
流
と
は
、学
術

研
究
の
成
果
や
行
政
の
情
報
を
市
民
の
立
場
・
視

線
で
わ
か
り
や
す
く
発
信
す
る
こ
と
が
そ
の
第
一

歩
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い

く
つ
も
り
で
あ
る
。

（
椛
木
洋
子（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
委
員
会
市
民
交
流
研

究
小
委
員
会
））

去
る
2
0
0
9
年
11
月
24
日（
火
）、横

浜
市
の
関
東
学
院
六
浦
高
校
で
、物
理

選
択
ク
ラ
ス
の
高
校
2
年
生
24
名
を
対
象
に
し
た

「
公
開
講
座
　
橋
の
不
思
議
」が
開
催
さ
れ
た
。主

催
は
構
造
工
学
委
員
会
で
、 

N
E
X
C
O
総
研

に
共
催
と
し
て
参
画
い
た
だ
い
た
。

　
当
日
は
1
限
目
に
講
演
と
ビ
デ
オ
上
映
が
、2

限
目
に
体
験
型
実
験
が
行
わ
れ
た
。講
演
で
は
本

間
委
員（
N
E
X
C
O
東
日
本
）よ
り「
橋
の
は
な

し
」と
題
し
、橋
の
形
式
や
構
造
、役
割
に
つ
い
て

実
務
を
通
し
た
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
わ
か
り
や
す
い

解
説
が
行
わ
れ
た
。ビ
デ
オ
上
映
で
は
橋
づ
く
り
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、関
西
国

際
空
港
連
絡
橋
の
架
設
工
事
に
お
け
る
大
ブ
ロ
ッ

ク
架
設
の
様
子
が
映
像
で
紹
介
さ
れ
た
。続
く
体

験
型
実
験
で
は
竃
本
、浅
井
両
氏（
N
E
X
C
O

総
研
）・
北
原
委
員（
関
東
学
院
大
学
）・
永
田
委

員（
名
古
屋
工
業
大
学
）に
よ
っ
て
、「
ア
ー
チ
を

「
公
開
講
座　

橋
の
不
思
議
」を

開
催

市
民
生
活
に
密
着
し
た
学
会
活

動 
─
土
木
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

in
広
島
─

写真1　�展示・クイズラリーの様子

写真2　�イベント会場全景

図1　�イベント案内ちらし
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作
っ
て
み
よ
う
」、「
重
ね
は
り
に
乗
っ
て
み
よ
う
」、

「
壊
さ
ず
に
内
部
を
調
べ
よ
う
」と
題
す
る
3
種
類

の
実
験
を
生
徒
た
ち
と
と
も
に
行
い
、橋
の
不
思

議
を
実
際
に
体
験
す
る
機
会
を
提
供
し
た
。

　
授
業
後
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、橋
に
対
す
る

印
象
の
変
化
、興
味
、理
解
の
し
や
す
さ
な
ど
に
つ

い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、 
大
半
の
生
徒
よ
り
好
評
価

の
回
答
を
い
た
だ
き
、こ
の
企
画
は
成
功
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
継
続

し
、若
い
世
代
や
一
般
市
民
の
橋
を
は
じ
め
と
す

る
土
木
構
造
物
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
一
助
と

な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

　
最
後
に
こ
の
公
開
講
座
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

関
係
各
位
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

※
今
回
の
公
開
講
座
の
内
容
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、構
造
工
学
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.jsce.or.jp/

com
m

ittee/struct/fram
epage2.htm

）
で

公
開
を
行
っ
て
い
る
。

（
正
会
員
　
永
田
和
寿（
構
造
工
学
委
員
会
・
運

営
小
委
員
会
　
名
古
屋
工
業
大
学
））

2
0
0
9
年
11
月
20
日
に
ギ
リ
シ
ャ
の
ア

テ
ネ
に
お
い
て
、Technical C
ham

ber 

of G
reece

と
土
木
学
会
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術

に
関
す
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

土
木
学
会
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委
員
会
で
は
、過
去
に
台

湾
、モ
ン
ゴ
ル
、韓
国
、ベ
ト
ナ
ム
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
る
が
、欧
米
諸
国

と
密
接
な
協
力
関
係
を
築
く
た
め
、昨
年
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
引
き
続
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ジ
ョ
イ
ン

ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
開
会
式
で
は
、ギ
リ
シ
ャ
特
命
全
権
大
使

の
北
村
氏
に
よ
る
挨
拶
が
行
わ
れ
、ギ
リ
シ
ャ
と
日
本

の
強
い
協
力
関
係
に
基
づ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。今
回
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、テ
ー
マ
を「N

ew
 developm

ents in 

Technology and Standards for Reinforced 

C
oncrete in Europe and Japan

」と
設
定
し
、

6
件
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。日
本
か
ら
は
堺
孝
司
氏

（
香
川
大
学
教
授
）が
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
現

状
と
将
来
展
望
に
つ
い
て
、下
村
匠
氏（
長
岡
技
術
科

学
大
学
准
教
授
）が
土
木
学
会
の
鉄
筋
定
着
・
継
手

と
ス
テ
ン
レ
ス
鉄
筋
に
関
す
る
指
針（
案
）の
概
要
に
つ

い
て
、中
村
光
氏（
名
古
屋
大
学
教
授
）が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
標
準
示
方
書
の
耐
震
性
能
照
査
の
考
え
方
と
近

年
の
耐
震
技
術
の
進
歩
に
つ
い
て
の
、3
件
の
発
表
が

行
わ
れ
た
。ギ
リ
シ
ャ
の
方
か
ら
は
日
本
の
技
術
に
関

し
て
多
数
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

　
一
方
、ギ
リ
シ
ャ
か
ら
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

に
関
す
るE

uropean S
tandard

お
よ
びE

uro 

C
ode

の
概
要
と
ギ
リ
シ
ャ
へ
の
適
用
に
つ
い
て
、ギ

リ
シ
ャ
の
技
術
者
向
け
に
発
表
が
行
わ
れ
た
。ヨ
ー

ロ
ッ
パ
基
準
の
内
容
に
関
す
る
質
問
と
と
も
に
、ギ

リ
シ
ャ
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、日
本
に
お
い
て
も
過
去
に
あ
っ
た

よ
う
に
、国
際
基
準
や
地
域
基
準
を
導
入
す
る
際

の
技
術
者
の
意
識
の
混
乱
な
ど
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
な
お
、本
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
は
、公
益
信
託
土
木

学
会
学
術
交
流
基
金
に
よ
る
助
成
を
受
け
、実
施
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

（
正
会
員
　
中
村
光（
名
古
屋
大
学
大
学
院
　
工

学
研
究
科
））

2
0
0
9
年
9
月
21
日
、ネ
パ
ー
ル
国
カ

ト
マ
ン
ズ
で
、ネ
パ
ー
ル
技
術
者
協
会
と
土

木
学
会
の
共
催
で「
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
お
よ
び
契

約
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ
れ
た
。本
ジ
ョ
イ
ン

ト
セ
ミ
ナ
ー
は
、公
益
信
託
土
木
学
会
学
術
交
流

基
金
に
よ
る
助
成
を
受
け
、実
施
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
当
日
は
、ネ
パ
ー
ル
国
内
の
社
会
基
盤

整
備
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
政
府
機
関
、国
際
援
助

機
関
、コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、会
計
検

査
院
、大
学
、技
術
者
協
会
な
ど
か
ら
約
70
名
の
参

加
が
あ
っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ネ
パ
ー
ル
側
参
加
者
か
ら
の
1
講

演
を
含
む
六
つ
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。土
木
学
会
か

ら
は
草
柳
俊
二
氏（
高
知
工
科
大
学
教
授
）、ラ
ジ
ェ

ン
ド
ラ
・
ニ
ラ
ウ
ラ
氏（S

unrise E
ngineering 

&
 M

anagem
ent C

onsultants

）、浜
田
成
一
氏

（
大
成
建
設
）、五
艘
隆
志
氏（
高
知
工
科
大
学
講

師
）が
講
演
を
行
い
、ネ
パ
ー
ル
側
か
ら
はN

ugal A
. 

V
iada

氏（
ネ
パ
ー
ル
建
設
業
協
会
）が
講
演
を
行
っ

た
。講
演
は「
日
本
建
設
産
業
に
お
け
る
契
約
管

理
」、「
日
本
に
お
け
る
公
共
工
事
標
準
請
負
契
約

約
款
」、「
日
本
に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」、「
建
設
工
事
の
生
産
性
管
理
へ
の
情
報
技

術
活
用
」、「
日
本
に
お
け
る
契
約
管
理
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」、「
ネ
パ
ー
ル
建
設
産
業
の
概
要
」と
い
っ
た

内
容
で
あ
り
、質
疑
応
答
で
は
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
た
。ま
た
、草
柳
教
授
が
講
演
し
た
日
本
の
建

建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
お
よ
び

契
約
管
理
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
に
関
す
る

ギ
リ
シ
ャ
─
日
本
ジ
ョ
イ
ン
ト 

セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ
れ
る

写真1　�体験型実験の様子

写真1　�セミナーの主な参加者
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設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
契
約
管
理
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

対
し
て
、ネ
パ
ー
ル
側
参
加
者
か
ら
は
特
に
高
い
興

味
が
示
さ
れ
た
。

　
ネ
パ
ー
ル
で
は
社
会
基
盤
整
備
･
復
興
が
急
務

で
あ
り
、同
国
の
建
設
技
術
者
に
は
総
合
的
な
契

約
管
理
の
知
識
と
技
術
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。し
か
し
な
が
ら
、現
状
で
は
同
国
内
に
お
い
て
契

約
管
理
の
教
育
を
受
け
る
機
会
は
な
い
。セ
ミ
ナ
ー

後
、ネ
パ
ー
ル
建
設
業
協
会
と
建
築
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
系
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
協
会
お
よ
び
複
数
の
大

学
が
ネ
パ
ー
ル
国
内
で
の
契
約
管
理
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
構
築
の
意
思
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、支
援
を
要

請
し
て
き
て
い
る
。本
セ
ミ
ナ
ー
は
ネ
パ
ー
ル
側
、日

本
側
参
加
者
の
両
方
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有
意
義

な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

�

（
正
会
員
　
五
艘
隆
志（
高
知
工
科
大
学
））

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
ー
ビ
ス
校（U

C
 

D
avis

）の
カ
ヴ
ァ
ス
教
授（M

. Levent 

K
avvas

）が
2
0
0
9
年
ベン・
テ
・
チ
ョ
ウ
賞（2009 

V
en Te C

how
 A

w
ard

）を
受
賞
し
た
。ベ
ン
・

テ
・
チ
ョ
ウ
賞
は
ア
メ
リ
カ
土
木
学
会
と
そ
の
特
別

機
関
で
あ
る
環
境
・
水
資
源
研
究
所
が
授
与
す
る

水
文
工
学
分
野
に
お
け
る
最
高
位
の
賞
で
あ
り
、研

究
、教
育
ま
た
は
実
務
に
お
い
て
生
涯
を
通
じ
た
重

要
な
功
績
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
。

　
今
回
の
受
賞
は
、土
木
分
野
で
水
文
気
象
の
研
究

を
開
拓
し
た
業
績
と
ア
メ
リ
カ
土
木
学
会
水
文
工
学

学
会
誌（Journal of H

ydrologic Engineering

）

創
設
編
集
長
と
し
て
の
業
績
の
二
つ
が
特
に
高
く
評

価
さ
れ
た
。水
文
気
象
の
研
究
は
1
9
9
1
年
か
ら

日
米
科
学
技
術
協
力
協
定
の
下
で
日
本
国
と
始
め

た
共
同
研
究
を
発
端
と
す
る
。ま
た
、水
文
工
学
論

文
集
に
当
学
会
会
員
の
論
文
が
多
数
掲
載
さ
れ
て

き
た
の
は
、カ
ヴ
ァ
ス
教
授
が
設
定
し
た
海
外
か
ら
の

投
稿
論
文
を
積
極
的
に
掲
載
す
る
編
集
方
針
に
よ

る
。ま
た
、過
去
15
名
以
上
の
当
学
会
会
員
をU

C
 

D
avis

大
学
院
生
ま
た
は
研
究
生
と
し
て
受
け
入
れ

指
導
し
た
実
績
、1
9
9
8
年
の
第
42
回
水
理
講
演

会
で
の
基
調
講
演
等
日
本
国
内
で
の
数
多
く
の
講

演
に
よ
る
当
該
分
野
の
最
新
技
術
情
報
の
提
供
の

実
績
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
貢
献
も
評
価
さ
れ
た
。

　
受
賞
に
あ
た
り
、カ
ヴ
ァ
ス
教
授
は「
こ
の
受
賞
は

日
本
と
の
交
流
な
し
に
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。過
去
、私
が
指
導
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら

来
た
学
生
の
な
か
で
、日
本
人
は
最
も
勤
勉
な
国
民

だ
と
思
う
。日
本
と
の
人
的
交
流
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
も
の
は
、日
米
双
方
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て

大
変
有
益
で
あ
っ
た
と
思
う
し
、今
後
も
そ
の
重
要

性
は
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」と
述
べ
て
い
る
。

（
正
会
員
　
大
原
憲
明

�

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
ー
ビ
ス
校
））

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
ー
ビ
ス
校 

カ
ヴ
ァ
ス
教
授
が
2
0
0
9
年 

ベ
ン
・
テ
・
チ
ョ
ウ
賞
を
受
賞

土木学会誌についてのご意見、ご感想、お問合せや
各コーナーへの投稿、掲載記事などの詳細情報は
土木学会誌ホームページをご覧ください
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